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瑞穂町は1第 3次総合振興計画の中で『ゴルフ・アンド・

カルチャービレッジの開発』を掲げ,ゴルフ場の建設を

推進して参りましたる工事に先立って埋蔵文化財の分布

調査を実施しましたと.こ ろ,建設予定地内に追跡が1存在

することが判明し,平成2年12月 より平成 6年 5月 まで

発掘調査を実施いたしました。

本書はその概要をまとめたものです。この小冊子が地

域における歴史の解明に少しでも役立てば幸いです。

なお,調査にあたりご多忙の中終始ご指導いただきま

した広島大学文学部河瀬工利先生,島根県教育委員会文

化課をはじめ,積極的にご支援いただきました株式会社

瑞穂トーアリデート残部昌正氏ならびに職員の皆様に厚

くお礼申し上げます。

平 成 7年 3月

瑞穂町教育委員会

教育長 澤 田 隆 之
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1。 本書は島根県邑智糾瑞穂町大字上亀谷朝原地内におけるゴルフ場 (水明カントリー

クラブ)建設工事にともない,平成 2年 12月 15日 から平成 6年 5月 31日 にわたって

実施 した発掘調査概報です。

2。 発掘調査は株式会社瑞穂 トーア リゾー トの委託を受け,瑞穂町教育委員会が実施

しました。

3.本概報の執筆編集は河瀬正利氏の指導で森岡弘典が行いました。

4。 本書掲載の図面作成は森岡弘典,藤田睦弘,上木和枝,市山真由美が行いました。

5.本書掲載の写真撮影は森岡弘典,藤田睦弘,古川健二が行いました。

6。 本書掲載の測量図の矢印は磁北を示 しています。

7.出土遺物は瑞穂町教育委員会で保管 しています。

(重鞭響亘 諄雷醤彊跡
洲濱哲夫
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瑞穂町位置図
瑞穂町域 と遺跡位置



I.調 査 に 至 る 経 緯

瑞穂町は『豊かで住みよい活力のある町づ くり』をめざして策定した第 3次総合振興計画の中で,

「ゴルフ・アンド・カルチャービレッジ」の構想を立て, ゴルフ場の誘致を行ってきました。そし

て,平成元年 6月 東京に本社のある株式会社瑞穂 トーアリゾー トにより,瑞穂町大字上亀谷朝原地

内にゴルフ場開発の計画が具体化 しました。平成元年 9月 瑞穂 トーアリゾー トより計画予定地内の

埋蔵文化財の有無について協議がありました。計画予定地内には周知追跡の牛塚原遺跡や牛塚古墳

群等が所在 していましたが,こ れら以外にもまだ発見されていない遺跡があることが予想されまし

たので,広島大学文学部河瀬正利先生の指導のもと,瑞穂文化研究会の協力を得て,平成 2年 8月

から9月 にかけて表面観察を中心に分布調査を実施 しました。調査の結果,計画区域のほとんどが

近世以降の砂鉄採取 (鉄穴流 し法)に より,地形が大きく改変されており,遺跡の存在が予想され

る場所はある程度限定されることがわかりました。その結果に基づいて,平成 2年 12月 から随時試

掘調査を実施 し,今回概報で紹介する野田西遺跡,大金谷遺跡,道 城遺跡が発見され,平成 4年 4

月から平成 6年 5月 にわたり発掘調査を行いました。調査体制は次のとおりです。

調 査 員  森岡弘典 (瑞穂町教育委員会文化財係長)

調査補助員  藤田睦弘 (瑞穂町教育委員会主任主事)

調 査 指 導  河瀬正利 (広島大単文学部助教授 )

事 務 局

吉川 正 (島根県文化財保護指導委員)

川原和人 (島根県文化課主幹)

内田律雄 (島根県埋蔵文化財センター係長)

西尾克己 (島根県埋蔵文化財センター係長)

熱田貴保 (島根県文化課主事)

澤田隆之 (瑞穂町教育委員会教育長)

山本忠徳 (瑞穂町教育委員会教育課長)

星野暢子 (瑞穂町教育委員会課長補佐)

石橋貴美子,市山真由美,上本和枝,小笠原佳子,高梨多恵子,新林尚美

飯石サツミ,井坂禎子,石川義明,伊藤カズエ,井上コイナ,岩根諭,上田民子 ,

上田芳子,上田定子,上田房人,上田弥生,植田義雄,上川義夫,漆谷勉,大畑

清見,大畑義美,尾糠文江,木時コスギ,国信勇之進,小糠米太郎,品川コミツ,

品川隆義,洲浜軍太郎,洲浜カツノ,高川秀夫,高橋一男,田中繁人,田中三二
,

土佐 トシミ,土佐常子,戸津,II孝夫,戸津サII里美,富永ナカヨ,久光花枝, 日高

シズヨ, 日高シナヨ, 日高フミエ, 日高スエノ, 日野マスミ,平)II正寅,古川健

二,松江八重美,松島利郎,丸山ハル ミ,三上カメノ,三上貢,三上覚,三上福

三,湊寿美衛,森田ユキエ,森近アヤメ,森近吉江,山崎フジヨ,吉永久子

白石修,大谷功治,渡邊睦郎,来栖元美,内野隆啓 (以上 トーアエ業株式会社),

瑞穂町文化財保護審議会,瑞穂文化研究会,振井久之 (大和本寸教育委員会)

整 理 作 業

調 査 作 業

調 査 協 力
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「

H.位 置 と 環

島根県邑智郡瑞穂町は,島根県のほぼ中央の邑智郡の南部に位置 します。南西には標高600～ 1000

mの 中国山地が連なり,山地を境 として広島県に接 しています。町のほぼ中央を出羽川が東に向かっ

て流れ,そ の流域には河岸段丘が形成され,段丘上には多くの遺跡が点在 しています。今回調査 し

た遺跡は,瑞穂町役場から広島方面へ約3.5km行 った瑞穂町大字上亀谷朝原集落南側の段丘上や集落

に近接する小さな谷あいの出入日付近にあります。これらの追跡の周辺には順庵 原遺跡や出張追跡

など多 くの追跡があります。

瑞穂町内の遺肋は,現在約550か所以上確認されています。多くは中世から近世のたたら製鉄に関

する遺肋ですが,時期的には旧石器時代から歴史時代に至る遺跡 も数多 くあります。

旧石器時代では横道遺跡や堀田上遺肋などがあげられます。縄 文時代の遺跡では前述の追跡の外

に,川 ノ免追跡や郷路橋遺跡など町内各地で相当数の追跡が明らかになりつつあります。

弥生時代になると長尾原遺跡や順庵原遺跡,牛塚原遺跡をはじめ,今回調査 した野田西遺跡など

遺跡の数が増えてきます。また,順庵原遺跡に隣接 して,四隅突出型墳丘墓のわが国最初の発見と

なった順庵原 1号墓が築かれています。古墳時代になると遺跡はさらに増え,今佐屋山遺跡や川ノ

免遺跡など町内各地に多 くの遺跡があります。さらに,古墳時代末から奈良,平安時代にかけては

須恵器の窯跡が多 く確認されており,島根県でも有数の須恵器の生産地 として注目されています。

このほか中世の砦や山城跡や中世から近世に至る製鉄追跡が300か所以上確認されており,製鉄が盛

んに行われていたことがうかがえます。

写真 1.ゴルフ場内の遺跡位置 (写真提供 :水明カントリークラブ)

①野田遺跡 ②野田西遺跡 ③牛塚原遺跡 ④牛塚1号墳 ⑤牛塚23号墳 ⑥大金谷遺跡 ⑦道城遺跡
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Ⅲ.調 査 の 概 要

ゴルフ場建設工事に先立って野田西遺跡,大金谷遺跡,道城遺跡,野田遺跡,牛塚古墳群,牛塚

原遺跡の調査を実施 しました。以下は調査の概要です。

1.野田西遺跡

野田西遺肋は朝原集落南の微丘陵上にあります。発掘調査により縄文土器や弥生土器,須恵器 ,

土師器などの遺物や弥生時代,奈良時代の竪穴住居肋や掘立柱建物,江戸時代の墓などが発見され

ました。

縄文時代

縄文時代は,今から約12,000～ 2,300年前まで

の,お よそ1万年続いた時代をさします。この時

代は漁猟や,植物採取など, 自然の恵みに食糧

の獲得を依存 していた時代です。だれもが力を

合わせ助け合って自然 と一体 となって生活 を

し,戦争などは無い平和な時代でした。縄文人

イま自然を理解 し, 自然とともに生きた,と 豊ヽかな

人々といえるでしょう。

野田西遺跡でも縄文時代早期 (約 8,000年前)の終わりごろの土器等が出上 しており,遅 くとも縄

文時代早期ごろには野田西追跡周辺で人々が生活 しはじめたことがわか りました。

弥生時代

弥生時代は約2,300年前から巨大な古墳がつ くられはじめる1,700年前までの約600年間をいいま

す。弥生時代になると狩猟や植物採取の生活から,米づ くりを中心とする農耕社会へと変わってい

きます。弥生時代の終わりごろになると農耕社会の進展とともに階層の分化が始まり,そ の結果、

順庵原 1号墓 (10× 8mの規模の四隅突出型墳丘墓)の ようなこの地域を治めていた首長墓がつ くら

れるようになります。また「魏志倭人伝」に登場する耶J弓 台国の卑弥呼が活躍する時代でもありま

す。今回の発掘調査でも弥生時代後期の竪穴住居肋が12棟発見されました。

竪穴住居は地面を直接掘 り下げて,その底面を平らに整えて床 としています。また床面にはいく

写真 4.弥生時代の石器
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写真 2.縄文時代早期の土器

写真 3.弥生土器



写真 5.弥生時代の円形住居

図 1.弥生時代の竪穴住居復元図 (例 )

⑥

@◎

図 2.竪穴住居実測図 図 3.弥生土器実測図

つかの注穴を掘 り,木の柱を立て,横木 (棟木)を渡 して屋根を葺いた建物です。

竪穴住居の床面は円形や角が九みを帯びた隅丸方形の形をしています。円形の住居の周 りには溝

が掘 られていました。それらの中には火災にあった建物もあり,柱や骨組み材が炭化 して建物の中

央に向けて放射状に崩れ落ちていました。この炭化物を鑑定 したところ栗の本を材料に使っていた

ことがわか りました。

◎

写真 G.火災にあった住居
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奈良時代 (約 1,200～ 1,300年前)

奈良時代は,「 律 令」という法律が定められ,国 としての体制が整備されはじめた時代です。奈良

の都「平城 京」は唐 (中 国)の長安 (西安)を手本につ くられた大都市で,役所の建物や貴族の住

宅は,瓦葺きの屋根や朱塗りの柱の大陸風の建物もありました。この都は政治文化の中心 として10

万人の人々が住んでいたといわれます。

ところで,当 時の瑞穂はどのような本寸で,人 々

はどのような生活をしていたのでしょうか。当

時の記録は残っていませんが,野田西遺跡の調

査で少 しずつですが当時の様子がわかってきま

した。

調査によって,奈良時代ごろと推定される竪

穴住居18棟が発見されました。竪穴住居は基本

的には弥生時代などの住居と同じ半地下式です

が,住居の形は方形に変化 し,住居の壁際に石

や粘土を使ってカマ ドをつ くり,そ の後側には地面を掘ってつ くられた煙を出す煙道 (煙突の原形)

がつ くられています。このようなカマ ドを「つ くり付けのカマ ド」といいます。野田西追跡では大

きく分けて 3通 りのつ くり方がありました。

写真 (8)は地面を掘 り込んでつ くられています。本来は煙道上側に粘土を張っていたと思われ

ます。写真 (9)は煙道の横壁に石を並べて上根1に粘土を張って管状につ くっていたと思われます。

写真 (10)は住居の壁をトンネル状に掘 り抜い

て煙道をつ くうています。一方,「つ くり付けの

カマ ド」のない住居跡 も発見されていますが,

これらは持ち運びの出来る移動式のカマ ドを使

用 していたと思われます。山陰根1の海岸部から

は,こ の「つ くり付けのカマ ド」の発見例はあ

まりありませんが,中国山地や山陽側では多く

発見されています。瑞穂町でも野田西遺跡の他

に,長尾原遺跡 (下亀谷),川 ノ免遺跡 (山 田),

写真 10。 トンネル状に上をくり抜いた煙道
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写真 7.奈良時代の竪穴住居

写真 8.地面を掘り込み上部に粘土を張ったと思われる煙道

写真 9.横壁に石を並べた煙道



今佐屋山遺跡 (市木)な どで発見されていますし,近隣では大和本寸の郷上遺跡,川本町のキタバタ

ケ遺跡等でもつ くり付けのカマ ドのある住居跡が発見されています。このことは,こ の地方が古代

より山陽側 との交流が密接であったことを示 しています。

住居内からの出土遺物は,上師器の甕や須恵器の杯や蓋などですが,こ れらの中には,杯の底の

部分 (高台)を硯 として使用 (転用硯)したも

のがありました。このことは野田西遺跡に住ん

でいた人々の中に文字が書ける人がいたことを

示 しています。当時文字の書ける人は役人など

一部の人々に限られていましたから,役所など

に関係ある人が使ったものだと思われます。

また,奈良時代ごろと推定される掘立柱建物

が 6棟発見されています。掘立柱建物は基礎を

用いずに地中に直接柱を立て車や藁,板などで

屋根を葺いた建物です。竪穴住居と同じく縄文

時代ごろよりつ くられますが, 7世紀～ 9世紀

にかけては多 くつ くられるようになります。野

田西遺跡で発見された掘立柱建物は,柱肋から

梁行 1～ 2間,桁行 2～ 3間のあまり大きくな

い建物だったと推定されます。また,平安時代

ごろの須恵器 も出土 していますので,平安時代

の前半まではこの一帯で人々が生活 していたの

でしょっ。

このほか,中世の もの と推定 される墓 も見つ

か りました。大 きさは長さ約1.8m,幅約1.lm,

深 さ0.5mで,墓の上 には大小約100個 の石が積

まれてお り,墓の しるしにしていたと思われま

す。墓の中から長さ約22cmの 刀子 (小刀のよう

なもの)が出土し,埋葬者とともに埋められた

写真13.杯の底を利用 した硯 (転用硯 )
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図 4.奈良時代の竪穴住居実浪1図

写真11.奈良時代の須恵器

写真12.奈良時代の土師器



]

図5.掘立柱建物復元図 (例)①

写冥 15。 中世の墓                  写真16.墓の中から出上 した刀子

ものだと思われます。

野田西遺跡の第 1調査区は調査後残念ながら工事により無くなりましたが,第 2調査区は住居肋

などを良質な上で覆い,そ の上に盛 り上してコースがつくられ,貴重な遺跡が保存されることにな

りました。

註 ①島根県教育委員会『遺跡が語る古代の歴史』1993年 3月 より。

2。 大金谷遺跡

瑞穂町をはじめとして中国山地一帯では古来より「たたら製鉄」と呼ばれる製鉄がさかんで全国

の鉄生産量の90%以上を生産し,各地に供給していました。製鉄の原料は F鉄穴流し』という方法

で採取した砂鉄と大量の木炭です。『たたら製鉄』は,ま ず,高殿炉で3～ 4昼茨連続の重労働で砂

鉄と木炭を交互に炉内へ挿入し鉄 (ε母や銑)をつくります。約13ト ンの砂鉄と13ト ンの炭からで

きる銑はわずか約 2ト ンです。銑は炭素や不純物

が多くそのままでは鉄 として利用できないので大

鍛冶場で再度熱を加え鍛えて炭素量を減 らすこと

によって錬鉄をつ くります。この錬鉄の形が包丁

に似ていることから「包丁鉄」と呼ばれ全国各地

に出荷 されました。大金谷遺跡はこの錬鉄 をつ

くっていた大鍛冶場の跡です。遺跡は朝原集落山

手側の大金谷川左岸にあ ります。遺跡の発掘 に

よって鉄津 (鍛冶滓)や羽日 (炉内の温度を上げ

■‐
1■ XゴEこ :

写真14.掘立柱建物跡

写真 15。 中世の墓

写真17,鉄滓などが出土 した大金谷遺跡
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『先大津阿川村山砂鉄洗取之図』

錘

写真18.出土 した羽 口と鉄滓

写真19.大鍛冶場でつくられた包丁鉄

る送風器の先端部分),大鍛冶職人達が使用 して

いたと思われる陶磁器片が数多 く出土 しました

が,鍛冶炉は発見で きませんで した。おそらく

調査区外の北狽Jに あると思われます。出上 した

遺物か ら大鍛冶場が使用 されていた時期は18世

紀後半か ら19世紀 にかけて と推定 されます。 ま

た調査区西根1斜面で砂鉄 を合んだ土砂 を流 した

鉄穴溝 も見つか りましたが,鉄穴溝の上砂が大

鍛冶場 を覆 うように堆積 していたので,大鍛冶

場が使用されていた時期 より新 しい時代のもの (19世紀以降)と 思われます。

製鉄に関係する遺肋以外に西側斜面で,弥生時代中期初頭 (約 2200年前)の竪穴住居と奈良時代

の竪穴住居がそれぞれ 1棟ずつ見つかりました。弥生時代の住居跡は不定形な円形で直径は推定約

2.9mです。また,奈良時代の住居跡 (約 1200～ 1300年前)は一辺が約2.6mの方形の住居跡です。

この方形の住居跡には石でつ くったつ くり付けのカマ ドと地山をトンネル状に掘った煙道 (煙突の

原形)も 見つか りました。

註 ②広島県立歴史民俗資料館『中国山地のたたら製鉄』1992年 より。

3.野田遺跡

野田西遺跡の東側の丘陵尾根の先端にあります。ゴルフ場の建設にともない朝原集落の共同墓地

の移転予定地 となりました。

蝿
爾
酵
為

写真20。 出土 した近世の陶磁器

写真21.弥生時代,奈良時代の竪穴住居

-8-
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調査の結果,直径1.3m,深 さ0,2mの円形の

人工の掘 り込み肋 3基を発見 しました。掘 り込

みの中には炭混 じりの黒色上がつまっていまし

たが,側壁などは人を受けた痕跡がなく′l■格な

どは不明です。この他には当時の人々が生活 し

た肋などはまったく発見できませんでした。

遺物は,安山岩の子1片 1点のほか,弥生土器,

土師器,須恵器が少量出土 しました。この他に

寛永通宝 (江戸時代の青銅銭)1枚が出土 しま

した。このあたりには『堂々』という字名が残っ

ていますので当時お堂などがあったのかもしれ

ません。

4。 道城遺跡

小金谷川 と出羽川が合流する地点の段丘上に

あります。発掘調査により柱穴と思われる落ち

込みが発見されましたが,時代や性格について

は不明です。このほかには人々の生活 した跡な

どはまったく発見されませんでしたが,石鏃な

どの石器や縄文土器 (後期),弥生土器,須恵器

などが出土 していますので,調査区の西側部分

(調査区外)に住居跡などが存在 しているのかも

しれません。

5。 牛塚古墳群

牛塚古墳群は,大金谷川が流れる谷の出入口

の朝原地区大歳神社付近の段丘上 とその背後の

丘陵上にあり,野田西遺跡の西側に位置 します。

ゴルフ場の敷地内にありますが,現状保存され

ることになりました。

古墳とは,上 を高 く盛った古代の墓を意味する言葉ですが,一般的には弥生時代につづ く3世紀

末から7世紀にかけて,全国で盛んにつ くられた墳墓をさし,こ の時代を古墳時代と呼んでいます。

また,古墳の形は,こ の盛 り上の外形から,前方後円墳,円墳,方墳などに分けられます。

さて,牛塚古墳群は 3基の円墳で構成されており,古墳がつ くられた時期は古墳時代の終わりご

ろの 6世紀末から7世紀の初めごろだと思われます。

1号墳は通称「牛塚原」と呼ばれる段丘の北側先端部にあります。直径約10mの円墳で,埋葬施

設は横穴式石室で大きさは長さ約7.5m,幅約1,4m,高 さ約1.6mで中央部が少 しよ くらんだ胴張形

の平面形につくられています。

2号墳は 1号墳の南側の丘陵頂上付近にあります。 2号墳も1号墳と同様円墳と思われますが,

写真22.野田遺跡遠景

写真23.道城遺跡出土縄文時代後期の土器

写真24.道城遺跡出土石器類
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写真25。 牛塚 1号古墳石室内部   ｀

近世の鉄穴流 しや,一部の石材が建築用石材 として持ち去 られているので大 きさは不明です。

3号墳は2号墳の北側に隣接してあります。 2号墳と同じように鉄穴流しで盛 り上が削られてい

ますが,墳丘の直径は約13mく らいと推定されます。石室内には大量の土が流入しているので詳し

いことは分かりませんが,現存の長さ約6.4m,幅約1.2m,高さ約1.3mで,1号墳と同様に中央部

が少しよくらんだ胴張形の横穴式石室で,石材は 1号墳より大きいものを使用しています。

いずれにしても,こ れらの古墳をつくった古代の人々の積み石の技術やこれらの大石をほかの場

所から運搬 してきたパワーには驚かされます。

8.牛塚原遺跡

以前から弥生土器や土師器,須恵器が採取さ

れ,牛塚原遺跡として知られていました。現況

は栗園でしたが,野田遺助 と同じようにゴルフ

場の建設にともない朝原地区の墓地移転予定地

となったため,事前に遺肋の範囲の確認調査を

実施 しました。調査の結果,縄文時代早期の押

型文土器や弥生土器,土師器,須恵器が出上 し

たほか,つ くり付けのカマ ドのある住居肋 も確

認され,集落跡があることが推定されました。

ことになりました。

関係者で協議 した結果,計画を変更 し現状保存する

写真26。 保存されることになった牛塚原遺跡違景

-10-
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下

IV。 ま

ゴルフ場の建設にともなって実施 した発掘調査は,平成 2年 8月 の埋蔵文化財分布調査に始まり

平成 6年 5月 終了まで 3年10か 月の長い期間を要 しました。調査の結果,現状保存された遺跡,調

査後埋め戻 して保存された遺跡 もありますが,やむをえず消滅 した遺肋 もあります。これらの遺跡

の詳細については後 日,本報告書を作成する予定ですが,調査の結果から古い時代の朝原地区周辺

の様子や人々の くらしぶ りが少 しずつわかってきました。

今から約8,000年前の縄文時代早期の終わりころには,みんなで助け合い狩猟や植物採取など,自

然と一体 となってたくましく生活 していた人々がこの近辺に住んでいました。 しかし,縄文時代前

期から後期にかけては人々の営みを示す痕跡はありません。彼 らはどこへ行ったのでしょうか。

写真29.野田西遺跡弥生土器出土状況
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写真27.野 田西遺跡往居跡

写真28.道城追跡発掘調査風景



図7.製鉄炉 (た たら吹き製鉄)③

そして縄文時代後期 (約 4,000年前)になると

再び朝原地区小金谷の道城追跡付近で人々が住

みはじめたと思われます。弥生時代になると稲

作により食糧が安定的に得られるようになり,

人口も増えてきました。特に弥生時代後期にな

ると,野田西追跡あたりの集落を中心に急激に

人口が増えたようです。このことは出土した土

器など遺物の多さからも推定できます。しかし,

古墳時代になるとなぜか集落がなくなり,人々

も住まなくなりますが,古墳時代の終わりごろ

になると,牛塚古墳のような古墳が町内各地に

つくられますので,古墳時代の集落は野田西追

肋周辺とは別なところにあったのでしょう。

奈良時代になると,再び野田西遺跡のある丘

陵に集落がつくられたようです。そして,平安

時代前半を過ぎるころになると集落は消滅して

しまいます。このごろには現在の朝原集落のよ

うな低地に集落が形成されはじめたと推浪1さ れ

ます。その後,江戸時代には,良質の砂鉄を採取するために,朝原地区南側の丘陵部では盛んに鉄

穴流 しがおこなわれ,それらの砂鉄を使って,大金谷では「たたら」と呼ばれる製鉄場で『たたら

吹き製鉄』 (大金谷炉跡など)イこよる鉄づ くりが行われました。製鉄場でつ くられた鉄は「大鍛冶場」

(大金谷遺肋,伽檻大鍛冶場跡)で加工されたのち,各地へ出荷 していました (製品はその形から

包丁鉄,割鉄などと呼ばれていました)。 しかし,盛んに行われた日本古来の製鉄 も,明治時代にな

り西洋の製鉄技術が導入されると急激にすたれていきました。瑞穂町内の山々や谷に入ると必ずと

いっていいほど鉄穴流 しの跡や,製鉄場のあとを見つけることができます。このことは,江戸時代

ごろの瑞穂町を合む中国山地一帯が, 日本の主要な製鉄コンビナー トを形づ くつていたことをしめ

しています。

今回の発掘調査によって多 くの住居跡や遺物が発見され,こ の地方の人々のくらしが少 しずつわ

かってきました。現在の私たちのくらしは,こ のような過去の人々が築き上げてきた歴史の上に成

り立っています。歴史をみつめ,さ まざまな時代を力強 く生 きた人々の営みを知ることは,私たち

の今をみつめ,明 日の生活や社会をより良いものへ発展させる大きな力となるものと思います。瑞

穂町誌の巻頭に「郷上の発展は郷土を愛する心に期待でき,郷土を愛することは郷土を知ることに

始まる。郷土を知るには,郷土の現状,そ の歴史を理解することが大切である。」とあります。今後

も遺跡から古代の人々の生活の知恵や,力 強 く生きた姿を学び明日からの私たちの生活や社会に役

立てていきたいものです。

註 ③潮見浩『技術の考古学』有斐閣1988年 より。

写真30,大金谷遺跡 鉄穴溝
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表年略史

時代 主 な で き ご と 瑞 穂 町 の主 要 な遺 跡

300万年前

2万年前

10,000塙荷

6,000積商

Bo C.

A.D.

300

６００

７． ０

７９４

・・９２

・３３４

・３９２

・６００

十日

‐

石

‐

訓

劇

淑

‐

縄

文

時

代

　

＼

弥

生

時

代

古
　
墳

時
　
代

狩

猟

採

集

(人類の誕生) 氷河時代

打製石器

ナイフ形石器文化の成立、局部磨製石

器の使用

鹿児島姶良カルデラ爆発

ナイフ形石器文化の地域色顕著

細石刃文化の成立

横道遺跡 (高見段の原)

荒槙遺跡 (岩屋 )

狩

猟

・
採

集

・
漁

粉

~~7Jヽ
イWJ t/ノ 1戻央堅・ Y4珪

~~~~~~十 ~~

磨製石器、弓矢、土器の使用

竪穴住居が一般的 となる

漁粉の活発化,海進の頂点

鹿児島喜界カルデラ爆発

各地に大貝塚ができる

屈葬・土偶の増加

縄文社会のゆきづ まり (西 日本 )

横道遺跡

堀田上遺跡 (市木)川 ノ免遺跡 (山 田)

野田西遺跡 (朝原 )

郷路橋遺跡 (市木 )

道城遺跡 (朝原 )

耕

農

稲作の開始 (西 日本)

鉄 。青銅器の使用

稲作東日本へひろまる

鉄器の普及

稲作技術の発展と耕地の拡大

階級の分化がすすむ

順庵原追跡 (下亀谷)

牛塚原遺跡 (朝原)

長尾原遺跡 (下亀谷 )

川ノ免遺跡

順庵原 1号墓 (下亀谷 )

野田西遺跡・野田遺跡 (朝原 )

古墳の出現

古墳が全国にひろまる,須恵器の製作

技術が朝鮮半島より伝来

古墳の巨大化

群集墳の盛行,仏教の伝来

寺院の建立,古墳の衰退 。消滅

中国式都城造営の開始 (藤原京)

平城京遷都

全国に国分寺 。国分尼寺の建立

平安京遷都

荘園制の展開,武士団の発生

鎌倉幕府の成立

元冦の役,各地に山城ができる

建武の中興

室町幕府成立,各地に山城ができる

豊臣秀吉の全国統一,関 ヶ原の戦い

江戸幕府の成立,鎖国

縛淵古墳群 (緯淵 )

杉谷古墳群 (下亀谷 )

牛塚古墳群 今佐屋山製鉄追跡

野田西追跡

長尾原遺跡

ズ栞巻雲詠粋 (須恵器窯跡)

(淀原、鱒淵、上側 )

ニツ山城跡 (縛淵)

桜尾城跡 (市木)本 城跡 (下田所 )

大金谷遺跡 (朝原 )

(ゴシックは今回調査したもの)

-13-



報 告 書 抄 録

ふ り が な みずほ

童 名 い に し え の 瑞 穂

百
Ｈ 童

口
名 水明カントリークラブ内埋蔵文化財発掘調査概報

巻 次

シ リ ー ズ 名 瑞穂町埋蔵文化財調査報告書

シ リー ズ番 号 第 15集

編 著 者 名 森 岡 弘 典

編 集 機 関 瑞穂町教育委員会

所 在 地 〒696-03島根県邑智郡瑞穂町大字三 日市32呑地 TEL 0855-83-1121個

発 行 年 月 日 西暦 1995年 3月

所収遺跡名 所 在 地

コ ー ド
1ヒ   漁単 東 経 調査 機 関 調査面積

鷲

調査原因

言i口丁ホ寸遺lII呑 号

野田西遺跡
島根県邑智

癸誓至抵谷
〕iち!

32445 34度 50分 13秒 132度 30分 52れ
19920801-

19940531

場

設
フゴ

建

おおがな や い せき

大金谷遺跡
1584-1

″
        1584-2

ア′ 34度 50分01秒 32度 30分 45れ
19920518～

19920731

野 田 遺 跡
1972

〃
      2030-1

34度 50分 19秒 132度30分55羽
19901215～

19910210

どう じょうヤゝ せき

道 城 遺 跡 〃       1293-1 34度50分03秒 [32度 30分 36れ
19930701～

19930820

うしづが こふんぐん

牛塚古墳群 〃      1971-1 34度 50分08秒 32度 30分491
19940324～

19940325

うしづかばら Vゝ せき

牛塚原遺跡
1971-1

〃
       1971-2

19901215～

19910210
Ｏ
Ｏ

所収遺跡名 種  別 主 な 時 代 主な遺構 主 な 遺 物 特 記 事 項

野田西遺跡 集 落 跡 弥生,奈良
竪穴住居

掘建柱建物跡

弥生土器,上師器

須恵器

縄文から近世の複合

遺跡

縄文の遺構はなし

大金谷遺跡
製鉄遺跡

住 居 跡

近世

弥生,奈良

鉄穴溝,炭窯

竪穴住居 2棟
陶磁器,羽 口,鉄滓

弥生土器,須恵器
鍛冶炉は確認できず

野 田 遺 跡 散 布 地 弥生 弥生土器 遺構なし

道 城 遺 跡 散 布 地
縄文,弥生

奈良

石鏃,弥生土怒

須恵器

縄文から奈良,平安
にかけての複合遺跡

牛塚古墳群 古  墳 古 墳 時 代 横穴式石室 3基
現状保存,地形測量
のみ

牛塚原遺跡 集 落 跡 弥生,奈良 竪穴住居跡
弥生土器,土師器

須恵器

トレンチ調査で追跡
の範囲を確認し現状

保存

H
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